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1.は じめ に
ル ドル フ ・シ ュタイナ ー(RudolfSteinerl861-1925)はオ ース トリア生 まれ の哲学 者、
神智学者、教育思想家で多 くの著書を残 してお り、 また シ ュタイ ナー教育で も有名であ る。そ
の彼が 「四次元」に興味を持 っていた ことはあま り知 られてい ない[1]。四次元 の研 究の歴史
を述べてい るマニン グ[2]やヤン マー[3]の本に シ ュタイ ナーの名前は ない し、最近 の四次元に
関す る概説 書[4,5]にも取 り上げ られ ていない。 また 四次元空間 の芸術 に対す る影響 を詳 細に
調べた ヘン ダーソン の著書 『現代芸 術におけ る四次元 と非ユ ー クリッ ド幾何学 』[6]において
も、 シ ュタイ ナーの名前は画家 モン ドリアン に影響を与えた神智学者 と して現れ るだけであ る。
もっとも彼女は後 の論文 の注釈欄で 「シ ュタイ ナーは四次元について1905年に講演 してい るが、
そ の後 の著作 では深 く言及 していない」 と書 いている[7]。これ はほぼ 同時代 の神秘学 者 ウス
ペン スキー とその著書[8]について の多 くの記述があ るの と対照 的であ る。そ の理 由は シ ュタ
イ ナーが四次元に関す る著作を残 さなか った ことに よるものと考え られ る。
シ ュタイナーの生涯につ いては死 の直前 まで書 き綴 られ ていた 自伝[9]をは じめ、彼 に関す
る多 くの本で詳 しく述べ られてい る。ル ドル フ ・シ ュタイ ナーは1861年オース トリー ・ハン ガ
リー帝国 の クラ リエベ ックに駅長 の息子 と して生 まれ、 ウ ィーン 工科大学で物理学を学んだ。
しか しここで カール ・シ ュレーアー教授に 出会 って ゲーテの著作 と思想に興味を覚え る。rゲー
テ 自然科学論文集』 の校訂に参加、 ワイ マールに ゲーテ文庫が設立 された のに伴い非常勤職員
となる。そ の後ベル リンに移住 し、1900年頃か ら神智学協会 のメン バ ーと交流、 ドイ ツ支部事
務総長に就任す る。協会 内部 の路線対立か ら除名 され、1913年に人智学協会を設立、 スイ スの
バ ーゼル郊外 の ドル ナ ッハに ゲーテアヌムを建設 し、そ こを拠点 と して多 くの著書を 出版す る
とともに、精力的に数多 くの講演活動を行 った。1925年に64歳で ドル ナ ッハで死亡 してい る。
シ ュタイ ナーの著書、論文集、6000回に も及ぶ講演 の記録は夫人 のマ リー ・シ ュタイ ナーが ド









からも判 る1)。また、「幾何学 との出会いを契機 として[不可視の世界]についても語 り得 るこ
とを知るに至 った」とも述べている2)。このようにして幾何学は彼の精神的世界 と感覚的世界







このように して彼は 「円のように、自己自身に向かって回帰 して くる曲線」とい う啓示を得た
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に発展 してきたかについて簡単に述べよう4)。
空間の次元について最初に述べたのはアリス トテレスだと考えられている。彼は 『天体論』
の中で、「直線は一つの方向の大きさを持 ってお り、平面は二つ、立体は三つである。 これを
越える他の大きさはない。なぜなら三は全てであるから」と書いている。また6世 紀にシンプ
リキオスはプ トレマイオスがr次 元論』で三次元以上の空間は存在 しないことを証明した」と
述べているが、この本は現存 していない。ガリレオは 『天文対話』(1630)で三が完全な数で






あると述べているし、カン トは三次元以上の空間が存在する可能性を指摘 している。更に 「神
はそのような領域に存在するのだろう」とも言っているが、力の強さが距離の二乗に逆比例 し














う彼らの幾何学は 「曲がった」空間に対応 してお り、双曲線平面を呼ばれている。
1854年に リーマン(B.Riemann)はゲ ッチン ・ゲン大学のセ ミナーで 「幾何学の基礎をなす
仮定について」とい うタイ トルの有名な講演を行った。その講演録は1867年に出版されたが、





ッド幾何学の秩序ある世界は完全に崩壊 して しまったのである。新 しい幾何学は始めのうちは
数学者の間で しか関心を持たれなかったが、19世紀の後半になると高次元空間の可能性は一般
の人々の興味を引きつけた。数学者Dodgsonは保守的で四次元空間の存在を認めていなかっ
たが、彼がルイス ・キ ャロルの名前で書いた 『鏡の国のア リス』(1872)は三次元空間におけ
る鏡映と対称性の問題に注意を向けた。また神秘主義者たちは心霊現象を四次元によって説明
しようとしていた。そんなときに1877年に ロソ ドソで行われたヘソリー ・スレイ ド裁判により、
四次元は一躍脚光を浴びた。この事件は米国の超能力者と称するスレイ ドが ロソ ドソで有名人
を集めて交霊会を開催 し、いろんな不思議な現象を行っていたが、超能力と称 して人をだまし




テス トするためのい くつかの実験を提案 している[10]。
こうして19世紀末から20世紀の初頭にかけて四次元は一種の知的ブームとなったが、それに
応えるかのように四次元空間に関する解説書や文学作品が発表された。シェイ クスピア学者で
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てお り、通常の四次元空間とは区別 しなければならない。
シュタイナーの講義が行われた1905年はアイン シュタイン の特殊相対性理論に関する論文が
出版された年でもある。この論文のタイ トルは 「運動 している物体の電気力学について」であ
り、最初は文字どお り運動物体の電気力学についての理論であると考えられていた。相対性理
論は始めから物理学者の間で受け入れられた訳ではない。この理論がそれまでの時間と空間の
概念に革命的な変化を もたらすものであることを指摘 したのは、1907年の ミンコウスキー
(H.Minkowski)のG6ttingen大学での講演であった(論 文は1908)5)。シュタイナーは大
学で物理学を専攻 したが、1905年に出版されたアイン シュタイン の原論文を読んでいたとは考
えられない。 したがって彼の講義は四次元空間に関するものであ り、相対性理論についてはま
ったく触れられていない。しかし1920代の質疑応答の部分では相対性理論について言及 している。












ここで ドイツ語の原本と英訳本の相違点について述べてお く。タイ トルはいずれも『四次元』
であるが、 ドイツ語版には 「数学 と現実」、英語版には 「神聖幾何学、錬金術及び数学」とい
う副題がついている。講義の部分は同じであるが、英訳本では第二部で1904年ベル リンでの最
初の質疑応答が省略されている。原本には 「シュタイナー講演記録の公刊について」、人名に
よる索引、「講演記録に関 して」という自伝の第35章か らの抜粋、「シュタイナー全集の リス ト」
があるが、英語版には含まれていない。また参考文献のうち ドルナッハにあるル ドルフ ・シュ

















イナーはこのとき神智学協会の会員であ り、1904年にはr神 智学』を出版 している[17]。神智
学協会の設立者 ブラ・㍉ キー夫人(H.Blavatsky)は既に1891年に死亡 していたが、 もとも
とは10代に霊媒を していた経歴がある。シュタイナーは一貫 して交霊術には強い警戒心を持ち、
関係するのを避けてきた。 しか し彼の著書r神 智学』には 「霊的知覚能力」や 「高次の感覚」、
「高次の世界」などの用語が多 く現われる。また1904-5年に雑誌に連載され、後に単行本と






の提供者を数名記 しているが、そのうちの一人に後のシュタイナー夫人マリー ・フォン ・ジー





仮定 しているので、神智学の用語が多 く用いられている。ここでは神智学に深 く立ち入ること
を避けて、できるだけ四次元に話を限定 して講義の内容を要約する8)。
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線分ABで 左の端Aを 右の端Bに 重ねるとき、線分の長さが短いと円は小さい。円を大き




















オスカー ・シモニーはこの生きた空間形成を描 くのに、結び 目のある曲線やね じれた二次元
の帯のモデルを用いている。このようなね じれは自然にもある。例えば月は地球の円軌道のま

























































る。このように して二次元(二 色)の 正方形が三次元(三 番 目の色)を 通過する。
次に表面が三色の立方体を考えよう。三色は三次元空間に対応 していたので、4番 目の色を
加えて青、白、緑、赤とする。ここでは立方体が立方体を通 り抜けるものとする。白 ・赤 ・緑
の立方体は残 りの色の立方体(青)を 通 り抜ける。 したがって一度四番 目の色に入った後に元
の色で再び現われる。他の色の場合も同様である。













































































で進むことは、円周を一周 して左から戻って来ることに相当 している。右へ行 くにつれてだん

















また4本 の直線から正方形、6ケ の正方形が組み立てられるように、8ケ の立方体から超立方
体を構成することができる。








ナッハに残された蔵書 リス トには、Bonolaの非ユークリッド幾何学、アイン シュタイン の相








と正方形に近付 くとい うことがよく出て くる。これは射影幾何学の考え方である[19]。「四次
元空間」の講義の中で、シュタイナーは 「射影幾何学を勉強 して円を直線に変換する意義を理
解 したときに、空間の性質を始めて把握 したのでした」 と述べている10)。直線上をある方向に





明と暗がぶつかる境界のところで生 じると考えた。彼はニュー トンが 『光学』で示 したような
光をプリズムを通過させることによりスペ クトル線に分解する分析的方法に強 く反発 し、綜合
的な方法の重要性を指摘 した。光学はゲーテの主張とは逆にニュー トン的な方法によって進歩




























受講者のノー トに基づいたものであ り、シュタイナー本人は原稿に 目を通 していない。 したが





た。 しか しもともとのこの講義の目的から考えて、神智学と四次元の関係についてもっと詳 し
い議論が必要であろう。四次元および高次元とい う概念はシュタイナーの思想を理解する上で
重要であると思われるので、今後こうした研究が盛んに行われることを期待 している。
またシュタイナーが引用 しているヒン トン、同時代にそれぞれ独自の四次元論を展開 してい
るウスペン スキーやブラグ トンなどの神秘学者との比較研究も興味深いであろう。
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注
1)文 献9の22ペ ー ジ。
2)文 献9の23ペ ー ジ。
3)文 献9の63ペ ー ジ。
4)詳 し くは 文 献2,3,6を 参 照 され た い。
5)こ の あ た りの 事情 に つ い て は 、 広 重 徹 『相 対 論 の 形 成 』(み す ず 書 房 、1980)とA.Pais,Subtleisth,
Lori…(OxfordUniversityPress,Oxford,1982);『神 は 老猫 に して 』金 子務 他訳(産 業 図 書 、1987)
に 詳 し く述 べ られ て い る。
6)文 献1のS.301お よび 文献9の233-234ペー ジ。
7)文 献1のS.302お よび 文献9の235ペ ー ジ。
8)神 智 学 や そ の 用 語 に つ い て の 詳 しい こ とは 文 献17を参 照 され た い 。
9)シ ュ タ イ ナ ー に よれ ば、 人 間 は 肉 体 、生 命 が 働 くエ ー テル 体 、 精 神 力 の作 用 す る ア ス トラル 体 お よび
自我 の 四 つ の 部 分 よ り構 成 され て い る(文 献17の68ペー ジ参 照)。
10)文献1のS.91お よび 英 語 版p.68.
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